
l時刻との結び付きを検討し，列車速度の速い列車で計画され，

また急送品積率を途中組立駅でこの列車に継送 ・ 継承するとき

は， 特殊継送作業を行いその輸送を確保している。なお天災事

変や突発的事故の場合における貨物列車の述伝整理を行う際に

は，本列車を優先考慮して運転手配を行って L 、る。

急送品列車は原則として急送品積率のみで組成するのである

が，鮮魚 ・ 野菜・ 来物等はいずれも!時期的に波動が多いので，

急送品税率のみで本列車の組成がてeきないときは，その列車の

終着駅以遠行の一般貨物積率を述結し，終着駅以遠行:l:'í:1j;:が不

足している場合または終着駅が最終端て'ある場合は， 前途の組

立駅以遠行の最も適当と認められる貨車を連結することに して

いる。 ( ;首野太次)

きゅうだいせん 久大銀 久大本線とこれから分岐する日田

および宮原の 2 支線の総称。名称は本線の両端駅久留米，大分

の頭文字宏とった。(森悌寿)

きゅうだいほんせん 久大本線 鹿児島本線久留米駅から出

て東方に進み，日閏を経て日堂本線大分に至る 14 1.5 km の線。

線路等級は丙線。

大正 4 ・ 10 大分 ・小野屋間は大協鉄道株式会社によって開通し

たが， 大正 11 ・ 1 2 政府に買収され，大湯線と呼称， 昭和 8 ・ 9 天

ケ瀬まで開通した。また昭和 3 ・ 1 2 久留米・筑後吉井間開通久大

線と呼称，昭和 3 年夜明ま で開通， 昭和 9 ・ 11 夜明・ 天ヶ瀬間

の開通によ っ て全通，久留米・ 大分聞を久大本線と 呼ぶこと と

なった。この線は盛JJ巴本線とともに九州を償断する線で，途中

日回線， 宮原線を分岐させている。(森悌寿)

きゅうたんせつぴ 給炭設備 (英) coaling facilit i es 蒸気

憾関車の石炭補給に必要な石炭台，貯炭場，貯炭槽(そう)，な

らびにこれが積込用の磁械設備。機造および規模はその機関区

の常時石炭を補給する俄関車の形式 ・両数ならびに給段所定時

分の長短等により，それぞれ違ってくるが，いまこれを大別す

れば人力給炭と被械給炭に分類される。だいたし、機関車の 1 日

平均走行キロは突事で 150 km く らいで， 1 日 1 両あたりの石

炭使用量はだいたい 3 t くらい消費する ことになる。現行にお

いて人力と機械給炭の限度は経済比較」二 30t 程度とされている

が， 実際は 50t くら し 、から機械化の対象と な っ ている。

1 人力給炭

平棚式石炭台 わが国で最も多く用いられている石炭台で，

その様造は木造または古レー ノレ，鉄筋コンクリート造の脚に棚

を設け貯炭する。 その貯炭量は傾 4m 以下で 0.4t/m ' ， 6 m 以

上で 0.5t/m' 程度， また降雪地では石炭台に上家を設ける。 石

炭台の両側には燃料

掛の昇降用登り掛け

を設け，石炭は貨車

から直接人力ではね

上げるか，または隣

接した地平貯炭場に

い ったん貯炭したも

のを，かこ'などの人

力運搬で台上に貯炭

1. j!11 上石炭台

し，さらに炭水車にスコッ プではね上げるものである。

この人力運搬の不能率を回避するため， 図 l に示すように

きゅうたんせ

2 機械絵炭設備

後械給段はだし、たし、給侠線の直上に給炭槽(または貯炭憎，

ホ ッパともいう)を設け，機械でっかまれてきた石炭を一時貯

炭し，紛段l時に底部を Il目き機関ljiに直接給炭するもので，この

給l!R:槽にj狩決する機械の種類によ り名称が異なり，またその給

炭能力は俊械の型式により左右される。 以下その盛類を列記す

る。

(1) ガン トリ起重織給炭設備 この型式は韓基械設備のうちで

もいちばん多く 使用される型式で，だし 、た L 、 1 日使用 80 t 以上

のとこ ろに用いられ， グラブは1.5t つかみが多い。この 1印式

2 カ' ントリ起重償給炭設備

は図 2 に示すように紛伏線の直上に鉄製またはコ γF リ ート

造の給隊機を設け， ガ γ トリ は普通石炭車より 付属地平貯』足場

に卸し，混炭作業を行いながら，これを紛侠槽につかみ上げる。

後関車への給炭は段階下部のゲート を開いて行う。給炭糟!の容

量はだいたい 1 日使用設の1.5 {告を標準としている。 ガ γ トリ

型の幸IJ点は石炭の取卸 ・ 浪炭 ・粉炭および集灰坑内の灰の貨車

草壁等がすべて 1 基の F レ ー ソの働程内で行い得ること である。

(2) 高閲クブ起重軽量給炭設備 図-3 に示すもので l 日使用が

ほぼ 60 t 以上の とこ ろが得策である。これはガン トリ のように

堅固な基礎工事が不要で，かつ比較的狭L 、場所で簡単に設備す

ることができ ，

能力も ガン トリ

に大差な く，一

応 200 t くらい

可能で，現在全

国的にはまだ普

及されていなし、

が，将来標準型

の 1 っとして採

用されるもので

ある。ただし北

3 高脚ジブ起重|聾給炭設備

石炭取卸線を高くし，炭車よりじかにかき卸せるよ う にした押 (3) 天井(てん じよ う)起童話量給炭設備 凶 4 に示す。雪の多

上石炭台があるが，抑上線の取付用勾配(こうばい)のため機内 い地方では積雪のため起重機の走行路および貯炭僧に上家を必

に広大な用地を必要とするため，あまり 多く 用いられていない。 要とするため，これら機械設備を小規模にして 1 つの建物の

平棚式の貯炭量はだいたい使用量の 3 日分，地平貯炭場は 7 日 中に納めるよ うに設計されたもので，貯炭槽は容積ならびに底

分を標準としている。 開貨車に使なるようにプール型にしている。これの矢点は石炭
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